
�広報あらお  Ｈ 21.10.1

高齢者対象「季節性インフルエンザ」予防接種が受けられます
※新型インフルエンザ用のワクチンではありません。

　季節性のインフルエンザ流行の時期となりました。 インフルエンザは普通のかぜに比べて全身症状が強く、 気管支炎や

肺炎などを合併し、 重症化することが多いのが特徴です。 また、 流行すると死亡率が高くなる点でも、 普通のかぜとは異

なります。

　インフルエンザの予防は、 流行前に予防接種を受けることです。 そこで、 65 歳以上の人を対象にインフルエンザ予防

接種を実施します。 接種を希望する人は、 下の表の医療機関にお電話などで予約してください。

平成 21 年度　インフルエンザ予防接種委託医療機関

　
№ 医療機関名 電話番号

25 田中良医院 ☎ 66-0666

26 田宮医院 ☎ 62-0017

27 田宮泌尿器科クリニック ☎ 65-8330

28 中川医院 ☎ 66-1333

29 西整形外科医院 ☎ 68-2511

30 西原クリニック ☎ 62-0622

31 西良文医院 ☎ 66-2321

32 野川整形外科医院 ☎ 68-0007

33 野ばら診療所 ☎ 68-6337

34 ひらやま医院 ☎ 62-0665

35 東医院 ☎ 62-0618

36 藤枝医院 ☎ 68-3232

37 藤木医院 ☎ 68-0818

38 ふじさわ脳神経外科クリニック ☎ 64-2238

39 藤村医院 ☎ 62-0173

40 ふれあいクリニック ☎ 68-6565

41 松山医院 ☎ 62-0418

42 緑ヶ丘クリニック ☎ 64-8007

43 南整形外科医院 ☎ 64-2302

44 本里内科 ☎ 64-0556

45 山田クリニック ☎ 62-7722

46 山村皮膚科医院 ☎ 62-3515

47 吉田整形外科クリニック ☎ 62-6200

●対象者　本市に住所を有する 65

歳以上の人および、 60 歳以上 64

歳までの人で心臓やじん臓、 呼吸

器、 免疫機能に重い病気があり身

体障害者手帳１級をお持ちの人。

●実施期間　10 月１日 （木） ～平

成 22 年１月 31 日 （日） ただし、 医

療機関の診療時間中に限ります。

●接種場所　委託医療機関 （右表）

●接種回数　１回

●持参するもの　保険証または介護

保険証、 身体障がい者手帳 (60 歳

～ 64 歳までの人 )

●料金　自己負担額　1,500 円

※次の人は無料です。 （証明書が

必要です）

　○生活保護世帯 （保護証明書 ・

福祉課で発行）

※大牟田医師会に加盟する一部の

医療機関でも接種することができま

す。 詳しくはお問い合わせください。

[ 問 ] 保健センター　☎ 63-1133

№ 医療機関名 電話番号

1 足達内科医院 ☎ 62-0278

2 あだち内科胃腸科クリニック ☎ 65-8500

3 荒尾駅前クリニック ☎ 64-1895

4 荒尾市民病院 ☎ 63-1115

5 荒尾中央病院 ☎ 64-1333

6 荒尾クリニック ☎ 63-1166

7 荒尾こころの郷病院 ☎ 62-0657

8 荒尾脳神経外科医院 ☎ 65-6030

9 伊藤医院 ☎ 62-0405

10 牛島内科医院 ☎ 64-2361

11 江崎耳鼻咽喉科クリニック ☎ 62-5533

12 小山医院 ☎ 62-0416

13 北野外科医院 ☎ 62-5901

14 久保田皮膚泌尿器科医院 ☎ 62-5555

15 鴻江病院 ☎ 62-0525

16 こどもクリニック友枝 ☎ 65-8181

17 坂田小児科医院 ☎ 62-0200

18 さかた耳鼻咽喉科クリニック ☎ 69-3310

19 さとう総合内科クリニック ☎ 62-1273

20 関整形外科医院 ☎ 64-0237

21 高橋医院 ☎ 68-0035

22 高橋整形外科医院 ☎ 64-1311

23 多田隈整形外科医院 ☎ 62-0813

24 田中医院 ☎ 68-0178
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予防接種、介護予防事業、住宅緊急特別措置

№ 医療機関名 電話番号

1 足達内科医院 ☎ 62-0278

2 あだち内科 ・胃腸科クリニック ☎ 65-8500

3 荒尾駅前クリニック ☎ 64-1895

4 荒尾クリニック ☎ 63-1166

5 荒尾中央病院 ☎ 64-1333

6 荒尾脳神経外科医院 ☎ 65-6030

7 伊藤医院 ☎ 62-0405

8 牛島内科医院 ☎ 64-2361

9 有働病院 ☎ 62-1138

10 鴻江病院 ☎ 62-0525

11 さとう総合内科クリニック ☎ 62-1273

12 関整形外科クリニック ☎ 64-0237

13 高橋医院 ☎ 68-0035

14 高橋整形外科医院 ☎ 64-1311

15 多田隈整形外科医院 ☎ 62-0813

離職によって住居を喪失またはそのおそれのある人へ
～住宅手当緊急特別措置事業の創設～

住宅手当緊急特別措置事業とは

　平成２１年１０月より、 離職者であって就労能力および就労意欲のある人のうち、 住宅を喪失している人または喪失す

るおそれのある人を対象として、 ６カ月間を限度として住宅手当を支給するとともに、 住宅確保･就労支援員による就

労支援などを実施し、 住宅および就労機会の確保に向けた支援を行います。

（手当の支給額は地域ごとに上限額が設定されます （生活保護の住宅扶助特別基準に準拠））

住宅手当の支給対象者
　支給申請時に以下の要件全てにあてはまる人が対象となり

ます。

　①２年以内に離職した人

　②離職前に、 自らの労働により賃金を得て主として世帯の　

　　生計を維持していた人

　③就労能力および常用就職の意欲があり、 公共職業安定

　　所へ求職申し込みを行う人

　④住宅を喪失している人または喪失するおそれのある人（喪

　　失するおそれのある人は次の⑤および⑥の要件にあては　

　　まり、 賃貸住宅などに入居している人）

　⑤原則として収入のない人。

　⑥生活を一とする同居の親族の預貯金の合計が規定以下

　　であること。

　　　　単身世帯 :50 万円　複数世帯 :100 万円

　⑦国の住宅喪失離職者などに対する雇用施策による貸付　

　　または給付、 自治体が実施する類似の貸付または給付　

　　などを受けていない人

※手当支給期間中は、 常用就職に向けた就職活動を行っ

ていただきます。

[ 問 ] 制度について…福祉課保護係☎ 63-1409

　　　総合支援資金融資 ・臨時特例つなぎ資金貸付…社会福祉協議会☎ 66-2993

住宅の初期費用および生活支援への対応
　賃貸住宅の契約を行う際には敷金 ・ 礼金などのい　

　わゆる 「初期費用」 が必要となります。

　「初期費用」 への対応が困難な人や生活費が必要

な人については、 社会福祉協議会の 「生活福祉資

金 （総合支援資金）」 を活用することができます。

　①住宅入居費 :40 万円以内

　②生活支援費 :2 人以上世帯／月 20万円以内（単

　　身 15 万円以内） 最長 1年間

　③一時生活再建費 :60 万円以内

住宅手当支給までの生活費が必要な人は
　住宅手当を受給するまでの間の生活費が必要な人

については、 社会福祉協議会の臨時特例つなぎ資金

の貸付け （10 万円以内） を活用することができます。

詳しくはお問い合わせください。

№ 医療機関名 電話番号

16 田中良医院 ☎ 66-0666

17 田宮医院 ☎ 62-0017

18 西原クリニック ☎ 62-0622

19 西良文医院 ☎ 66-2321

20 野川整形外科医院 ☎ 68-0007

21 野ばら診療所 ☎ 68-6337

22 ひらやま医院 ☎ 62-0665

23 藤枝医院 ☎ 68-3232

24 ふじさわ脳神経外科クリニック ☎ 64-2238

25 ふれあいクリニック ☎ 68-6565

26 松山医院 ☎ 62-0418

27 南整形外科医院 ☎ 64-2302

28 本里内科 ☎ 64-0556

29 山田クリニック ☎ 62-7722

30 吉田整形外科クリニック ☎ 62-6200
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